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第9回石原裕次郎メモリアルヨットレース1995
●開催日：1995年8月27日／場所：相模湾／参加：169艇

●写真：添畑菫（フオトウェーブ）

ｰ

－1－

、
Ｉ
Ｉ
Ｌ ～二畠



OFFSHORE240

－2－

』 ／



,Eﾓｰ'‐、蕊一一．'軸鳥魚'､,楊圭｡強､瀞緊…~蕊謬…下~‘‐ず'己一部品

ロ

一 一一一三－－■ﾛ､蝉､"齢勘､一七二

ヨットを愛した裕次郎さんへの献花

約1500人が参加した表彰式・パーティ
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石原プロご自慢の「大鍋料理」に参加者は大満足
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舘ひろし氏が率いるF3000「ナビコネクション･レーシン

グチーム｣。オンステージの頃は会場も最高潮に達したL

八期繊鯏熱,臨
7艇2085渦｡｢総次,,ﾙーｽで奥を締め
くくるのが1m例になった」と多くの参加満が

言うが、もはやこのレースイベントは閃lkik

大というよりはI1*･･のヨ､ソトフェスティバ

ルといっても過言ではないほどに成良した。

冊狐で述べたように、特に今|II1はｲ｢原プロ

モーションの全面的なバックアップのもと、

舘ひろし氏が率いるF3000「ナビコネクショ

ン･レーシングチーム」（オーナー：安彦Iﾘj夫

氏）がスポンサーとしてご協ﾉJいただくなど、

ヨ､ソト乗りでなくても参加してみたくなるよ

うな帳やかな内容になった。

レースコースは、玉illi半,(》佐,(b沖からスタ

ートして、粟山沖の裕次郎灯台～辻蛎II!をIII1

って佐島沖に戻る約16.5マイルとその内側

の江ノ島沖を1I11る10.5マイルの2種類の大

トライアングル。スタート時から雄大30ノッ

トのSWの風を受け、レースは終始迫力淌点

の展開。カラフルなスピネーカーの花が咲き

乱れ、まさに相模湾束岸の沖はヨットー色。

その光景は、きっと海岸を歩く人々を驚力せ

たにちがいない。

今年の夏、相模湾雌後のビッグイベントで

勝利の風をつかんだのは、IMSクラス〈シー

ホーク･ハイファイブ>、IORクラス〈アマト

ラ>、CRクラス<Q'ROKU'0>、ノンレーテイ

ングクラス〈ゼロクイーン＞の各艇。お祭り

色力濃いレースとはいえ、昨年に続き風に恵

まれたため、参加各艇は速い展開のレースを

ill'i喫した。

レース終了後、シーボニア・プールサイド

で行われた表彰式＆パーティには、日焼けし

た約1500人のセーラーおよび、その家族や友

人などが参加。石原プロモーションご自慢の

「大鍋聡哩」力河f狭しとブールサイドのテー

ブルにならび、裕次郎さんへの献花、献杯、

表彰式を経て、航ひろし氏のオンステージが

披露される“こなると、会場の熱気は雄高潮

に途した。

石原プロモーション､｢ナビコネクション」

をはじめ、50社を超えるご協賛．ご協力によ

り、今年の「裕次郎レース」は大成功。いよ

いよ来年は第10回目の記念すべきレースを

迎えることになり、いまからすでに多くのセ

ーラーたちが熱い期待を寄せている。
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第9回石原裕次郎メモリアルヨツトレース1995総合成績

|MSクラス |ORクラス

Ｌ
Ｏ

Ａ
Ｎ

Ｓ Ｌ
ｑ

Ａ
Ｎ

Ｓ'||頁位 艇名 艇種’オーナー名 順位フリーI 艇名 艇種 オーナー名 フリート

浦賀

逗子

逗子

江ノ島

油壺

シーボニァ

逗子

シーポニァ

シーポニア

シーボニア

葉山

シーポニア

シーポニァ

２
３
４
５
６
’
７
８
９
０
２
３
４
５
６
７
８
９
加
２
亜
電
餌
詣
記
訂
調
四
一
犯
訓
窕
調
訓
恥
一
唖
唖

（
へ

5445 SEAHAWKHlGH5 世 良 直 彦MUMM36

子
ァ
壺
子
壺
壺
子
央
壺
子
子
マ
↓
山
。
賀
壺
東
子
壺
壺
央
島
子
壺
京
壺
才
磯
子
壺
子
磯
磯
代
子
壺
山

伊

評
ノ
ボ
網

ボ
ポ
ボ京
海

逗
、
圭
油
逗
油
油
逗
東
油
逗
逗
．
奉
葉
、
歩
浦
油
熱
逗
油
油
東
江
逗
油
東
油
、
歩
諸
逗
油
逗
諸
諸
小
逗
油
葉

4870 佐々木義隆AMATORAｌ
２
ｌ
３
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
８
ｌ
９
旧
一
Ⅱ
噛
肌

FARR40

3055 SAMOAⅥ 大石巌FARR31 後藤裕4033 ARECANBAY FARR40

4500 斜森保雄KARASU MUMM36 青山紀5040 MATENROW J/V40

4722 高 城昌彦DREAMPIC FARR44 五十井進4305 BLUENOTE FARR40
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3335 古川保夫ORlHlME FRE41 吉岡久光'985 HAGACHl SK32

5118 蝦名久美CENTURYFASTU TRlP36 3770 大川雅士FAREAST YAM30S2

藤野眞子2677 GREATPEOPLE FARR31 4404 大野 洋ADONlS YAM31S

神部静江4241 G,NE1 J－39 佐藤文昭3592 LAHAlNAV SWlNG31

'000 大GEKKO FRE－33 興太郎 佐古田正美4991 TESESAⅢ YAM31S

4737 増田順一TURTLEV ELT’2 古川三郎3480 SOYOKAZEⅦ BLT35

386 石 川 幸 久MOREJOYSlETE FST41S5 川 久 保 史 朗3531 KAGEROW SWlNG31

4635 |SISⅡ 北中将博DHL36DB 岩田禎夫'465 MAUPlTI FRE－38

坂東陽一郎4026 SWEETBASlL N／M9．5 山崎利治380 THETlSⅡ1 U-38

5185 三宅直晴JEREVlENS |MSl03011 松井久 芳4577 ELFlN YAM28S

石原'|頁太郎'88 CONTESSA FRE48 佐藤邦男4262 KASUMl YAM30S2

3360 |＼高敏夫BlGSMlLE JAN35 山 本智4985 FURU・TORA CAPE31

三宅智久5203 TRACER TAK341MS 相田 宏4166 DONBURA YOK26N
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高原俊弥4919 ZETAHI T－301
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小 野 沢 秀 典5453 FESTA YAM31F
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久保勇治斉藤昌邦 YAM42R3267 BlGBANGYUKlKAZEVl4600 FST45F5

福田義一兵村尊司 YOK402422 AOBA3967 CARlBBEANⅡI YAM30S2

向井 豊市橋術 ELT’0M3536 ETUDE'881 ANGUlLLA YAM30S

武 田 貢 太 郎長嶺公成 UNlCONVI FlNGLF3635144857 BLUESHARK EDV30PB

木村秀明藤田宏治 X993896 SHlKON3555 OlDON YAM35

中村健一中林靖治 MAX’’0003807 AKURlFST3053877 DOLPHlN

外山 皇YOK28越信博 3663 EBBTlDEVEN304064 SAlTA・MARlA

jK林修岸本忠平 TAK31368 AKAGl3494 ARC－EN－ClLEⅡ YOK31N

牛山隆司倉持和夫 HYOTANJlMAII FST32S54999305 RYUUOUMARUVI OCNS400

田中維大飯島征四郎 YAM303641 ■目｜LAN’SALMON［Ⅱ'99 ORl33

麻生昌宏久保田勇蔵 YAM30S25130 COCONUTGROVE5195 KURAII OCNS351

内宏之田又
土r吉田貞治 ARC30CR4092 DR,WlTCH2008 ODlNⅧ YAM30S2

油壺へ田中秀明福吉信雄 RYURYUlII DHL34'580'437 SUPERLADY－L SPR9．5
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識
副
一
斗
》
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一
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一
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大川治 彦加 藤 正 敏 4558 ROMBlEREII FlRST314801 JACKTARV SPR95

賀持正雄木村知己 BELLSONlYA YAM25ML44062602 LrHlPPOCAMPEV CYB325

小林利郎関口敏正 4767 PONPOKO GBS3123655 PASSAGE EDV－30

仲 泊 宏鈴木駿一郎 YAM25ML35014 NlRAlKANAlKAMAKURAII319 目DV30PB

坂仁視植村秀則 YAM30S25295 SEALlON4151 LlBRA

WlNDFOCUS

X－99

田中俊一佐藤章秀 LUNAV YAM31S42024685 JAN31SF

斜森保雄藤沢TF治 HOHOEMlGAESHl J－2450094730 FUJlTOKYO YAM30S2

足立尚史'724 WlLDZOO･T FST310

立 夫5436
、
叩
一MESTICA FST300S 吉

永井直裕4957 JOLENE SWlNG34

土肥丈志'234 DABOHAZEV BNT375

近藤禎之381 HACH|」OⅥ FEEL'090

易田啓二3739 SUNDAY ELT’050

太田伸生4115 SUNRlSE YAM26C

天城琢郎4666 TlNGAARA N/M34PC

林茂夫4131 BONlNlSLANDS EDV－30PB

秋山秀樹4905 LAHAlNA－3 YAM30S2

堀江和博4403 BlGDEALⅥ FST345

守屋弓男3833 MONALlZA YAM31S

城昌彦'044 TELEMATIQUE JAN34 三
回

畔柳文昭2549 CARUNO9 YAM28S

永 田守2814 KOHFU YAM37

大賀祥介4626 EVERMORE SK－25
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｢ヨットの科学｣勉強会(その2）

｢ﾖｯﾄと水槽試験｣'…橋息“
8月26日／於：三井造船昭島研究所／講師：松井亨介氏、木村校優氏

本紙7月号で紹介した「ヨットの科学｣勉強会の、その後の活動を報告します。今回は、表題のお話とともに、三井造船昭島

研究所の実際の試験水槽が見学できるということなので､総勢27名で押し掛けました｡同所の松井氏と木村氏から大歓迎を受

けました。ありがとうございました。

流れや造波の模様などがビジュアル化される

ので、こういう講義の場面では見ていて全く

飽きがきません。スケジュールの関係で先に

ドリンクが出たこともあって、質問も多く会

場は大いに盛り上がりました。

注）お二人の講師はどちらも水槽（松井氏)、

CFD(木村氏)の面でニッポンチャレンジにべ

ったりと張り付いてきた、いわば造船界きっ

てのヨット通です。

一鶴I綱
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、
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_ヨダ〈4測

参加者の顔ぶれ

今回の参加者の中で最も目立ったのは、造

船科の大学生の皆さんでした。大学院生、学

部生合わせて4人。ヨット部経験者もそうで

ない人もいましたが、彼らがこれからのヨッ

ト界を担っていくのかと思うと、ちょっと心

強いものを感じました。前回の｢|MSのVPPプ

ログラムの内部」ではプロフェッショナル・

セーラーが多くて賑やかでしたが、今回はぐ

んと少なくなりました。それでもセールメー

カーから2名の参加がありました。この会は

首都圏外からの参加者が多いのも特徴で、今

回は大阪、愛知、その他から4人ありました‘

毎回主流を占めるのは熱心なオーナーセーラ

ーの（またはそれに近い認識を持った）皆さ

んです。そのせいでしょうか、会全体の雰囲

気が明るく地に足の付いた安定したものにな

っています。
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三井造船昭島研究所で行われた試験水槽の見学

の開発には、CFD､水槽言鵡萸､風洞言鵡萸､等々

が使用され､性能評価ではVPP"Y吏われる｡そ

ういう全体の中で水槽言鵡萸はどのように位置

付けられるのか。また、他の船舶では見られ

ないヨット特有の特|生、例えばリーウエイ、

ヒール、等々を水槽言鵡萸ではどのように取り

扱うのか｡~~~等々のレクチャーを受けました。

三井造船昭島研究所

同研究所は'992年と’995年､つまりニッボ

ンチャレンジの全てのキャンペーンで水槽試

験を引き受けてきた研究所として、その筋で

はよく知られた存在です。想像したよりもは

るかに都心に近い便利なところです。両氏の

案内で、長さ200mの大水槽、|00mの小水槽、
へ

莫型工作所、等々を見学しました。

「水槽試験の基礎知識」松井氏

水槽言鵡萸とは－口で言えば、縮尺模型を用

いて模型の流体力を計則し、それを解析して

実船の流体力を推定することである。それに

関連して、流体力学の最も基本となるふたつ

のナンバー、レイノルズ数とフルード数につ

いての説明･解説する｡－という内容でした。

試験水槽の見学

何はともあれ実際の水槽を体験しましょう

ということで、小水槽の曳引車に全員が乗せ

ていただいて、水上を走りました。残念なが

ら他の言鵡食体がセットされていて、ヨットの

モデルを引っ張るということまでは適いませ

んでしたが、｜/7サイズのヨットのモデルと

その取付けジグ等の本物を目の前にしての講

義聴講には自ずから熱が入りました。参加者

からの質問も多くて、予定していた時間をオ

ーバーしてしまうほどの状況となりました。

<今後のスケジュール〉

'0月’4日

｢アメリカズカッフ。とカーボンファイバー」

高橋太郎氏、会場は東京・新宮区民館

'2月2日

｢ヨット、そのサバイバルスタビリティ」

野本謙作氏、会場は東京・新場橋区民館

｢ヨットの科学」勉強会、問い合わせ先：

ヴアンデスュタット大橋内、

「ヨットの科学」事務局

TEL&FAX:03-3669-8140

NIFTY:CXJO5026

「演習、水槽試験をやってみよう」松井氏

実際の水槽言鵡黄のレポートを参考にして、

水槽言鵡食を行う場合の模型速度、その時の剰

余抵抗の算出、実船抵抗の推定、等々の演習

を行いました。

以下、室内講義の概要です。

「CFD超概論」木村氏

CFD(ComputationalFluidDynamics)とは

文字通りコンピューターを使って流れを計算

するプログラムのことですが、実際にはモニ

ターの両司上に、ハル／アペンデージ周辺の

「ヨットの水槽試験とは」松井氏

ヨットの性能開発においては、そのレベル、

ステージに応じてさまざまなツールやシステ

ムが使われる。例えば、ハルやアペンデージ

－ 6 －
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國侭⑬虜己自画⑬色穆(その2）

生還してこの経験を伝えたい/台風の海で自分を励ました
すみよ

ｵﾌｼｮｱﾚーｻーからJ24まで乗りこなす金子純代さん
●ﾘボー ﾄ/戸塚由理恵（本誌）

〈月光V>、<ZERO>のクルーを経て、'87

メルボルンー大阪ダブル八ンドに女性コンビ

で挑戦。以後、日本海レースや環太平洋レー

スなどに参加し、その華々しい活躍が日本中

のセーラーから注目されている、金子純代さ

ん。今回は、ヨットの虜になり国際舞台に踊

り出た若きOLの素顔に迫ってみた。
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キュートな姿のその人は長い髪の乙女、女

子大生のイメージをほうふつさせて現れた。

静岡県清水市出身。幼少期は三保の松原で、

天女に見守られるように懸命に水泳に励んだ

という。1979年、㈱リクルートに入社後、大

学生向け就職ブック、営業事務の担当になり、

その時の同僚がディンギー乗りであったため

誘われ、葉山でヨットの第一歩を踏み出す。

やがて同僚の友人が早稲田大学OBという縁

に連れられ、〈月光V>にお邪魔するようにな

るが、並木オーナー(現NORC会長)に乗船

許可をなかなかもらえなかった。そんな1982

年、西宮のビックボートレースの回航に並木

オーナーに乗せてもらい大感激。大海原を越

え、朝日、夕焼けの感動に浸った。

やがて<ZERO>のチームに移り、ヨット

のあれこれを学ぶ。が、サポートの立場にい

る自分にあきたらず、何でも自分でやりた

い！という動機から、回航もやり、初島のダ

ブル八ンドに'87年に挑戦。段々自信が湧いて

きた。そして、ついに同年1月1日日本を出

航。スキッパーとして自分で経験を積み重ね

た成果は､｢メルボルン～大阪ダブルハンドヨ

ットレース」への回航、レース挑戦となって

現れた。しかし、出航後5日間は辛かった。

寝ずの準備が響いて体調をくずしたが、小笠

原を過ぎたころから活力を取り戻す。

当時、仕事は人材派遣会社の社員をしてフ

リーの立場にいた。

レーススタート後、ラダーが根元より脱落。

応急ラダーも間に合わず1週間、タスマン海

鴬患と"豐臨'霞'嫁〃け
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昨年開催された環太平洋ﾖｯﾄﾚｰｽで<YAMAHAMARINACITY>(オーストラリア)に乗り込んだ金子純代さん

で40ノットの中を漂流する。バケツ、シーア

ンカー等あれこれ手当てもしたが、オケラネ

ットの無線チームのおかげで助かったような

ものだと語る。「海流に流されましたが、この

まま大陸に着くと思いました｣oその後沿岸で

曳航され、タウンズヒルに到着o波浪、風と

もに強烈だったが、新ラダーを注文後、パー

トナーのMsベス(豪)と怖れこわがりながら

も再スタートを切る｡｢台風に後ろを追いかけ

られながら、赤道を越えて、とうとうN5oの地

点で台風につかまりました｣。5分～10分無風

が続いた後、あっという間に風が上がり、メ

インセールを下ろしている最中、60ノットに

なる。風雨と格闘し、「あれは火事場のバカカ

と言うんでしょうか？」とご本人も武勇伝を

懐かしむように、「何とかストームジブを上

げ、舵を縛って船内に避難しました｣。

風は80ノットに上り、寝ることもできない

時間が続く。日頃の行いを反省し､神や仏にも

お願いをしてみたが､突如2人の心に閃が走る。

「この経験を皆に教えてあげなきゃあ1語

らなきやあ｜生きて絶対日本に帰ってや

る｜」の執念が彼女たちの帰還を助ける。「絶

対北上するぞ!!」の決意のもと、相棒ベスと

慎重な努力を重ねる。40ノットに吹き飛ばさ

れながらもなんとか無事完走｡｢これらの成功

－フー
』
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自艇J/24<ラル〉チームの面々・右端が金子さん

金子さんだが、平日は今なお、人材派遣会社

社員として勤務にいそしむ毎日。逗子の住ま

いに猫2匹が同居し、「毎朝、会社に行く前に

掃除､洗濯をすまして出勤します｣。多忙な朝

のスタートから、電車の中で好きな推理小説

を読み、終業後は同僚たちと－杯飲みに行っ

たり、映画を見たりというOLの日々を人並

みに過ごしている｡｢ボーイフレンドは？結

婚は？｣とうかがったところ、「ヨットをやっ

てない人でもよい、決断力のある、有無を言

わさず引っぱってくれる人がよい。私に一言

いってくれれば考えちゃうのに…･･･」と微妙

な女盛りの心が揺れる35歳｡「NORCのシリ

ーズレース(KSC)は、最近楽しそう。|MS

に切りかえたら毎週人も集まり頑張る船がふ

えてきたようで、私も参加したいけどお金が

続くかなあ？」と検討中のようである。血液

型、型、射手座の故か、「無理よ、とかダメ、

危ない」等の＝葉を忠告されると、まずは心

に反発が生じ、｢じゃあ、人ができないならや

ってみよう！」と固い決意がみなぎるチャレ

ンジ精神の持ち主である｡｢男性セーラーでヨ

ットを続けている方って、何かこだわりの美

学があるように思えるし、それは魅力と思い

ます｣｡魅力ある男性にいつか巡りあわれるよ

う、またご活躍を祈念いたします。

は、船をサポートしてくれた人たちのおかげ
～

です。よい艇を捜してもらったり、無線で助

けられたり･･…･」と彼女は感謝を忘れない。

その後、'92年、'93年の夏に行われた日本海

横断レースに女性チームでチャレンジし、総

合3位。また昨年の5月に行われた環太平洋

（ブリスベーン～大阪コース）レースでは日

臺合同チームのナビゲーターを務め、優勝を

勝ちとる。

また、今年7月の扁羽レースでは、<BE-

ONE>チーム5名と日頃のJ24<ラル〉の混

成チームで参加した。成績はくコンテッサX>

に47秒遅れの着順2位･総合25位｡大島からの

フィニッシュまでのデッドヒートはすさまじ

いものがあったらしい｡そのレースでは､男性

がいると、つい甘えてしまう自分を反省する。

だが彼女の所属するJ24<ラル>チームの女

へ性たちは、責任感の強い女性ばかりの集まり。
整備もきちんとするし、キズだらけになって

も船底を洗い、船を磨く。「また、そういう女

性しか残っていかない」ともいう。

「レース準備で汗を流した結果、<BE-

ONE>チームの男性方から感心されまし

た｣。その艇<LOVE･A･LUCK>を提供

してくれた舞鶴の荒木義正オーナーは、金子

さんたちの強力な味方であり、快く艇を貸し

澱

てくれる｡｢お世話になっている荒木オーナー

をご招待し、来夏のケンウッドカップにぜひ

出場したい！」と友|冑と恩義を忘れない。

自分たちのJ24<ラル〉チームは、「新車を

買うくらいの値段で買えるので．…．．」と金子

さんが買ったが､｢あちこち壊れるたびに新品

の部品を購入していったのではお金が続かな

いと皆に伝えて以来、誰もが物を大切にする

ようになりました」という。〈ラル〉の維持費

は各人月1万円。その資金を使い女性6名で

毎個十曜日、油壺沖で練習に励んでいる。ヨ

ットに乗り、海にいると心が落ち着くという

rニッボンチヤレンジ｣次回ACに挑戦を表明
連合会の松永亀三郎名誉会長も全面的なバッ

クアップを約束した。

今後はクルー選考を含めたチーム作りを進

め、来年5月のエントリー締め切りまでに防

衛クラブであるロイヤルニュージーランド・

ヨットスクォードロンに抄鐵状を提出する予

定。（共同通信社配信）

（設立5年以上）などもあり抄鐡が危ぶまれ

ていた。

しかし同クラブの木村太郎会長は防衛クラ

ブであるロイヤルニュージーランド・ヨット

スクォードロンと交渉の末､｢詳しい内容は話

せないが、抄鐵できると確信した」と語った。

また資金について準備委員会の山崎達光会

長は「すべてにめどはついていないが、全力

を挙げて取り組んでいく」と強調。中部経済

ヨットのニッポンチャレンジアメリカズカ

ツプ2000準備委員会は9月28日、名古屋市内

で2000年にニュージーランドで開催が予定

されている第30回大会に挑戦すると発表し

た。’0月｜日にシンジケートを設立し、新た

に始動する。

ニッポンチャレンジは今年3月の抄鐡艇決

定戦の準決勝で全敗した。次回は資金面や母

体となるニッポン・ヨットクラブの資格問題

－8－
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関東支部は小活動単位に細分割され､そのおの
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関東支部規約運営等検討94年'2月設置特別委員会(略称9412委員会)委員長高田尚之

かねてより、9412委貝会は将来の関東支部のあり方を検討し、その

方向づけが固まりましたので決議案のかたちで関東ｲ臨海』会に提案し

議決・承認を求めてきました。

さる7月26日代議員公が|州催されたのですが、定足数不足（出席27

名・代議員数88名・定足数45名）でこの決議案は諦臘されませんでし

た。

この娠義案を諭災するかどうかは、今後の関東支部ひいてはNORC

のあり方に極めて重大な彩郷を及ぼすことがかんがえられます。従来

代議員会は委任状や諜面表決を利lllして論拠してきた（つまり出席少

数でも委任状や書面表決を{l%席とみなし議案をとおしてきた）のが実

'li'iなのですが、この抄鐡案については、過半数以上の代誰員力雰出席し

検討を経たうえで決めるべきだと、イ罵義員会自身がみずからハードル

を商くし、真剣に．‘'1'唾に制談する姿勢をしめしたのです。その結果

前II11は人数が少なく糯我しなかったのです。

9月19Ⅱ、NORCの歴史はじまって以来という多数のｲ罵競員が出席

し、会議が開かれました。なんと53名もの代議貝が集まったのです。

欠Wiの代議員には海外州張!|'や地方出張中や入院II1で、物理的に参集

できない方々もおられました。

会談は、6時45分にはじまり、会場を追い出される911#まで、びつ

ちり論議を重ねました。記名投票の結果、強成41、反対7、キケン5

の圧倒的多数で決議案は可決成立しました。

関東支部の方針は、このようになる、

ことか決まりました……

決議全文をごらんいただくのが早道と思いますのでお読みください‘

'『L速、来年度から、4錐のあり方や、関東支部の迎街の仕方が、この

決識にそってかわっていきます。関東水域の会此にとっては、おおき

な政策の変更ですので迭非よくご理解ください。

「関東支部を小活動単位に分割し、そのおのおのを支部化する

決議」・全文

「関東支部は民主化の面、人的・経済的・社会的状況の変化に積極

的に対応する必要があるが、関東支部が現在の大きさのままでそれら

に適合し、維持し統けて行くことは困難である。

従って、本部は公益法人としての機能を強化し、支部は他の地方支

部用舷の大きさを念頭にii'iきつつ、風通しがよく、会貝|'1志が互いに

甑の見える範囲の小集団（小さな活動単位）に分割細織し述営する。

その際、できる限りの椛限をその小さな活動単位にil'I猿ドろし、その

各集団は支部としての機能を発揮できるようにする。

小柴佃1の構築には、各地城'I{'l,'iを考慮しながらその地域のIとl治を尊

亜しすすめる。

小i揃位で権限を委譲されたNORCの会員とヨットクラブの会員と

が一緒になって行動し、その地域の特性に応じ、多様化するニーズに

応えながら、やがてヨットマンとしての同一の目標に向けて努力を積

み上げて行くことを目指す。

小活動単位は、自然発生した得地域のクラブと連携をとり、競合関

係を脱する。現在の関東水城に雅盤を持つこれらのヨットクラブをリ

ードしている人々はNORCの会iIであるので、この人々のﾉJを借りな

がら、IIに見える範囲にくくりII1i:した大きさの単位の中て洲盤を続け

ていく。その際の原則は、NORCのサイドからクラブにお願いし、協
へ

力を求めていくことである｣。
＝

9412委員会では、本部が公益法人的活動を、支部はクラブ的活動を

主体にして運営していく、という基本方針をたて、前回の代議員会で

まずその方針が承認され確定しました。

そこで今後、関東支部がクラブ的活動をしていくにあたって、いま

の2500人体制のままで、クラブ橘動をするのがいいのか、もっと小さ

な単位に関東支部を細分制してクラブ活動をするのがいいのか、の方

針を、この際決めようではないかと提案し、その結果として今回、関

東支部を細分割して小柄動単位にして、そのおのおのを支部化してい

くのがよいとの基本方針を確定したというわけです。

小活動単位に関東支部を細分割するのと、

現在のフリートを活性化して問題を解決するのと、

どうちがうか……

フリートを活性化すればものごとが解決される。だから、支部を細

分刺するのには反対だという論議力園たまに聞こえます。私たちもまさへ
にその肩蒜倫は一面では正しいと与えています。

しかし、私たちはそれで物1Iが解決されたのは、まだフリート活動．一

が椚発だった数年前、いえ10数年前、いえもっと前、そのへんのI1籾馴

ははっきりと申し上げられないのですが、ともかくⅢ違いなくフリー

トを中心に関東支部が活動していた時期があり、そしてフリート活動

が次節に個人のグループにささえられ、あたかもフリートカミ活動して

いるよう兄えはじめた時期、つまり変質がはじまった初期のころであ

ったなら、たぶんその政漿は手段としても有効だったと考えています。

しかし現時点では、言菜の上ではすばらしい代案なのですがｲj効な具

体策がともなわない代案なのです。

9310,9412委員会の調盃をつうじて明らかになってきたこ,とは、現

状ではフリートはあたかもフリートという名のもとに存在しているだ

けで、ほとんど有名無実だということが分かったのです。

身のI111りをよく見て下さい。

あなたのフリートで総会に何人がでていますか。フリートで現執行

部への要望を何か出したことがありますか。フリートキャプテンの選

出にあなたは関わりましたか。毎)Iの常任委員会の報告はliIいていま

すか。代議員がフリートの要求をまとめたことがありますか、慌義員

から決まったことの報告をうけていますか、フリートでやるレースを

●●●●●●●●●●●●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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おのが支部化されます……
●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

手伝っていますか．…・・

いまや、フリートを活性化するのは難しいと考えているのです。私

たちは、「活性化｣とは汗をかいて苦労することだ、と門き換えて考え

ています。各地区でみずから汗をかく人がたくさんいるところ、そこ

を「活性化」している地区と考えています。

いま、フリートで汗をかく人が極端にすぐなくなって、みな他人ま

かせ、俺は遊ぶ人になってしまっているのです。

へ地域のクラブがみなうまくいっているわけではないことは承知して
います。ですが、いまや地域のクラブはすくなくとも、NORCのフリ

ートより汗をかく人が多いのは事実です。そのクラブとNORCと力識

介をするのは得策ではありません。

むしろ、関東支部を小さな活動単位にわけ、ここが重要なところで

すが、その各活動単位力雑限と責任をもち、つまり小活動単位を支部

化し、自然発生的にできたクラブと連携をとりながら自分たちのヨッ

トライフの充実をもとめていく、これが私たちが関東支部の今後のあ

り方として提案してきたことなのです。

関東水域のこれからは、

小さい活動単位が中心の遊びだ……

先月号でもご報告しましたが、本部と関東支部の機能、人、もの、

金を分離することは決まりました。そして今回、閃束支部を小さな活

肋単位にくくりなおし、その小活動単位を'l'心に|則束水域で徹底的に

遊ぼうという方針も決まりました。

この際、私たちは本部の公益的な仕事は本部のテクニカル集団に実

施してもらい(もちろん私たち会員が後押しして)、あとは関東支部が

遊びのクラブとして、f刷犬にあった形で楽しいクラブライフを徹底し

てやってもらう、ということになります。

関東支部、2500人の大きさで、一塊として、クラブとして遊んでい

くのは難しいので、もっと小さい塊にして、みなが集まって簡単に怠

見力逓じるような単位に関東支部をくくりなおしてクラブライフを楽

しんでゆき、そのクラブ、クラブの中から''1分たちの要求を上の方で

集めてゆくように機構もかえていこうと決まったのです。

遊びにしても、公益的な活動にしても、沽勁についての原資が必要

です。どういうことになら金を負担するのか、だれがどう負担するの

か、それ力烹どのくらいくらなら納得できるのか、金をはらわないのな

らどうボランティアでそれを吸収してゆくのか、会員は何を望んでい

るのか……などなど、会員自身が考え会員I'l身力狭めることなのです。

いま関東支部は変わろうとしています。

一悉たいせつなのは会員の意志です。腿主的方法で関東支部が変わ

っていくのが大切です。

私たちは今後もいろいろな案を提出します。そのどれを選択するか

は会員のみなさんなのです。

どうか、代議凶の方々とのコミュニケーションをよくしてください。

あなた方に代わって代議員の方が採決に側わっているのですから。ま

た代議員の方は、ご自身の責任が重いこともどうか自覚して下さい。

i1k低、NORCに返!lfだけでも出す責任ははたして下さい。（つづく）

へ

9412委員会アンケートにご協力ありがとうございました。

OFFSHORE7月号で､関東支部の会員2,500名を対

象に9412委員会アンケートを実施し、78名の方から回

答が寄せられました。ご協力ありがとうございました。

目的は、サイレントマジョリティの声と

問題意識の醸成

今回のアンケートは、事前に－部（シーボニアフリ

ート・初島レース）で実施した経緯もあり、回収率と

しては余り芳しいものではありませんでした。しかし、

ご回答いただきました多くの方々が関東支部の将来に

対して大変真剣にとらえ、ほとんどの方が署名入りで

ご記入されており、特に、フリーアンサーに対しては、

大変貴重なご意見が数多く寄せられております。

今回のアンケートの主旨は、サイレントマジョリテ

イの声なき声をどう集約し、関東支部の施策に反映さ

せていくか、また、アンケートの質問に回答すること

で、現在、関東支部が抱えてる諸問題についての問題

意識を醸成していくことが目的でした。

質問設定は仮設から立証に

①ドナー会員はなぜNORC運営に関心がないのか？

eフリートは本当に形骸化しているか？

⑧ボランティアやコミッティは本当に不足している

か？

④レース以外の事業計画で何を望んでいるのか？

⑤会員メリットがないといわれているが、その認識

は？

e会費アップに対する許容範囲は？

⑦重要課題「細分割」に対する関心度とその醸成は？

a関東支部活性化の潜在的な疎外要因は何か？

データプロフィールは積極的マルチヨットマン

今回のアンケート結果は、回答率から見ると必ずし

も全体の意見を反映しているとはいい難いが、質問①

のヨットに乗っている頻度からみると（表1）、「よく

ヨットに乗っている」と応えている「ヨット乗り積極

派」の方々のご意見として、とらえることができます。

また、質問eで最近のヨットの関わりを尋ねていま

す(表2)。その結果としては、単にレース派だけでな

く、クルージングやデイセーリングを楽しみ、またフ

リートやクラブの運営にも携わっている､｢マルチヨツ

トマン」がデータプロフィールとなっています。

フリーアンサーアンケート分析については、次回に

ご報告させていただきます。また、フリーアンサーは、

できるだけ多くの方の「生の声」を、そのまま報告し

ていきたいと考えております。

質問‘⑪あなたはどのくらいの頻度でﾖｯﾄに乗っておられますか?’

I I

|質問②あなたは最近ﾖｯﾄとどのように関わっていますか？

1

●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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KSCシリーズの魅力(第6戦までを終えて）
燕､子配吻唱，典b設守ニヨ､群舞¥踊蝉催一夢

稲葉文則 (<ラッキーレディV>オーナー／スキッパー）Iノポート／関東支部IMS委員長

は、その性能がすべてレーテイング証iW:にあ

らわされている。また相手艇との比I鮫もスク

ラッチシートで洲馴IIできる。KSCシリーズも

6戦までくると初島までの風の吹き方、汐の

流れが読めてくる。白艇のポテンシャルをど

こまで引き出すか、いかにまわりの状況を読

んで艇をIlI唾させるか、が勝負である。Ⅲ脳

と経験とミスのないクルーワーク、KSCは実

にシビアなレースである。

我が<ラッキーレデイV>は、IMS･Aクラ

スで常に4番。61''lも戦って入賞したことが

ない。第5職なんか、たった1秒差で4位。

トップとの差だっていつも修正5分以内、48

マイル8111i1川も帆走して5分/480分=1%の

城いである。IMSクルーザーディビジョンの

1％ボーナスがうらめしい。しかしその差は

だんだんつまっている。クルーの練度も上が

ってきた。あとはオーナーの財布の中身とニ

ューセイル。熱くなるなあ./,/

初島レースのホットコーナー紹介

それは,塒の北凹コーナーにある浅瀬である。

某支部災力爵、いつかのレースのおり、火,liI)か

らのピケを収り戻そうとあせり、ショートカ

ット、みごとオンザロック。キールがつぶれ

てウイングになり綱見成功。それからがすご

かった。はるか前方のレース艇をブッチギリ、

小網代に満いたときはなんと倒券｡(肌が変わ

っただけ？）

それに|味をしめて今シリーズは常に肪ベタ

近l''lり。いつのまにか初島で先行艇においつ

き、レーテイングで優勝も3回。ギャハハハ

……と笑って大征唯嫌。それにつられて熱く

NORC関東支部の'ﾘl走委i眼、崎まわりの

鬼、杣松清は、外洋レースのルネッサンスを

夢兄て、烏まわりレースの入門細「初島レー

ス」を年間に81iilもやろうという黎挙にでた。

ブイまわりのソーセージコースなんか、デ

ィンギーf敵Mにまかせて、俺たちは外洋を目

指す、なんかカッコイイことを言つちやった

が、この不況の嵐のなか、あえて銭、IIIfがか

かり、女の-j皇も見ていないマゾヒストの集団、

外洋レースに何艇がでてくるのか、内心はビ

クビクもの、果してロングシリーズレースが

成立するのか。

しかし、関東のフリートキャプテンたちは、

|州将、杣松を見捨てなかった。各フリート持

ちl''lりでレースコミッティとなり、参加艇の

jW大をはかった。もちろん独立採算の分け前

を叩やすためでもあったが、コミッティは燃

えた。レース前日の艇長会談の橘気が今まで

より連う。女の子たちカゴ受付で張り切ってい

る。レース委員長は、フリー卜独''1のやり方

を出そうといろいろ工夫をしてくる。

フリートの活性化が始まったのだ。そんな

熱気におされてか、今年の初‘〔ｳは、凪がいい、

天気がよい、雨なんか－･l'i1も降ってこない。

"l111ビカピカのレース|_1111である。

側來にヨットを侍っているオーナーはこれ

に出なきゃNORCに入っているメリットは

ない｡特にCRクラスはおもしろい。どの艇が

勝っても不'W議ではない。トップ艇が毎l111入

れかわる大混戦である。しかしオフショアレ

ースは、’'1然ｲ､手のスポーツで、勝ち負けは

偶然が支配するなんて思っているヨットマン

に勝F1はない。とくにIMSクラスのヨ､ソト

筆者(ポート側の右端）

なったIORワントンボートのヘルムスマンが、

もっとインサイドをねらう。ここでの差が勝

負を決めるのだ。しかしオーナーは渋い顔。

調子にのるといつかキールカ式ぶつとび、ハル
～

に穴があく。ダメージの修理はオーナー責任

だ。〈織姫>はもう俄却済みの艇である。決しー

て真似はしてはいけないし真似できない。こ

のシリーズ、関東支部長のためにやっている

レースだと思い知った我々である。

蛇足、〈ラッキーレディV>は今年初島レー

スを12回I､L走した。土ll湿日朝4時勢晦発。汕

壺者8時。スタート10時。ゴール18時。油壷

発20時。謝征港狩24時。片道4時間。判で}III

したような繩!ll正しいセーリングである。遊

びには、コストパフォーマンスがあるが、我

がチームの場合、このように一口十分に遊ん

で、エントリーフィー、交通曲、飲食鷲全て

を割勘にすると一人当り3,600円、時給180

円。結論から中せば、この不況時における｛llli

格破壊レジャーである｡.ただし全レース、〈ラ

ッキーレデイV>の乗員は、すべてNORCの一
会員だからできる仙段である。そして日l曜日

一

余ったお金で家庭サービス、これがヨットレ

ースを永く続ける極恵である。

KSC第5戦(B月5日)成績
|MS-Aクラス参加艇7艇 IORクラス参加艇5艇 CRクラス参加艇6艇

嫌|ｾ屈し
’’733

ク q 司 司貝

34 722

鯨|噺5ル
’3606

24033

35050

膳|ｾ屈し
’’'986
213480
313531

艇名

U､F､O

織姫

ドリームビック

艇種

エリオット

FRE－41

ファ－44

オーナー名

川島正道

古川保夫

高城昌彦

掛
一
纒
一
罐
一
審

艇名

一

ボーイ

アーカンベイ

シーホーク

艇種

ファ－40

ファ－40

1／vdn

オーナー名

山田隆

後藤裕

世良直彦

フリート

シーボニア

逗子

逗子

艇名

波勝

そよかぜ7

かげろう

艇種

SK32

バルチック35

ｽｳｨﾝダ31

オーナー名

吉岡久光

古川三郎

'||久保史朗

フリート

小網代

浦賀

諸磯

IMS-Bクラス参加艇6艇

嫌|論l
’324

22 777

33711

艇名

あきづき

ひかり

ビｯｸブルー

艇種
一

ファ－31

スワン40

エリオット935

オーナー名
一

和久井喜治郎

砂田信一

弘義行

フリート

油 壺

逗 子

東京中央

KSC第S戦(9月9日)成績
|MS-Aクラス参加艇7艇 IORクラス参加艇6艇 CR-Aクラス参加艇8艇
総合セール
|||頁位No.

’4700

23335

3 47 22

膳|ｾ雨ル
’’4033

215050
315040

膳|論上
’’4604
212466
314600

艇名

ビーワン

織姫

ドリームピック

艇種

TYL43

FRE－41

ファ－44

オーナー名

合田耕平

古川保夫

高城昌彦

娼
一
｛
｜
権
一
審

艇名

アーヵンベィ

シーホーク

マテンロウ

艇種

ファ－40

J/V40

J/V40

オーナー名

後藤裕

世良直彦

青山紀

媚
一
雪
一
審
一
審

艇名

ファースト

メルルーサ

雪風V’

艇種

スウィング34

J/V9,6CR

ファースト45F5

オーナー名

池田栄宏

杉田泰一

斉藤昌邦

フリート

油 壷

諸磯

江ノ島

|MS-Bクラス参加艇9艇 CR-Bクラス参加艇6艇

藤|認し
’324

2 42 18

タ コ ﾜ 7 77
、J星J『‘

麓|爺ル
’’3480
21353’
311985

艇名

あきづき

ナポレオン

ひかり

艇種

ファ－31

TAK341MS

スワン40

オーナー名
一

和久井喜治郎

石田和久

砂田信一

媚
一
罎
一
鵠
審

艇名

fよかぜV|｜

かげろう

波勝

艇種

バルティック35

ｽｳｨﾝダ31

SK32

オーナー名

古川三郎

川久保史目

吉岡久光

フリート

浦賀

諸磯

小 網 代
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第5回宮津ドルフインカッブヨットレース

我がフリートのビッグイベント
●1995年8月13～16日、鳥取～宮津、参加7艇●リポート・写真／江崎永二(近畿北陸支部）

「宮津ドルフインカッフ｡ヨットレース」も今年で5回目となりまし

た。毎年お盆休みは、このレースと“宮津燈籠流し花火大会”の見物

を楽しみにしている参加艇も多いようです。宮津の伝統的行事で350

年の歴史をもつ“宮津燈籠流し花火大会”は、例年8月’6日に日本三

景「天立橋」を擁する宮津湾で行われています。日暮れとともに故人

を偲ぶ数千の燈篭が海に流され漂い始めると、海上より色とりと、りの

花火が打ち上げられ静かな水面に映ります。

数年前まで私たちは、ブイ回りレースや島回りのデイレースはかり

で、オフショアレースといえば、遠いレース開催地まで回航し、レー

ス、再びホームボートまで回航するという夢のように楽しいこと、し

かし容易ではないことと諦めていました。宮津と舞鶴のヨットマンに

~より若狭湾フリートを結成し活動を開始してまもなく、私たちの手で
オフショアレースを開催し楽しみたいという希望が高まり、メンバー

30数名全員がもてる力を出しあい、自分たちのレースを実現しようと

いうことになりました。

以前より交流のあった鳥取県境港の鳥取外洋ヨット協会の協力を得

て、オフショアレースのコースは、境港～宮津問’'0マイルと決まり、

それを第｜レースとし、宮電弩内でのインショアレースを第2レース

として、毎年8月’3日～'6日に行うということで「宮津ドルフインカ

ップヨットレース」が'991年にスタートしました。レースの開催にあ

たっては、第8管区海上保安本部、京都府、宮津市、その他たくさん

の後援や協力を得ることができ、運営もNORC近畿北陸支部の皆様に

協力していただくことになりました。なかでも、境港から宮津までの

オフショアレースの問、第8管区海上保安本部の巡視船に見守られレ

ースができるとは心強いかぎりです。

第2回大会も第｜回と同じコースで行われましたが、第3回大会は

ウラジオストクと舞鶴そして宮津を結んで開催された「JAPANSEA

へYACHTRACE|993」との併催となり、第｜レースは境港から舞鶴のコ
ースで、フィニッシュラインはウラジオストクからのレースとの共用

となりました。第2レースは舞鶴湾内で、第3レースは舞鶴から宮津

のコースでした。昨年の第4回大会は、オフショアレースの距離を短

くすることになり、香住ヨット協会の協力を得て兵庫県の柴山港から

宮電弩への第｜レース（60マイル）と、宮南弩内の第2レースで開催

しました。「境港は遠い､柴山は近い、それじゃ鳥取にしよう｣｡今年の

第5回大会は、嶌取外洋クラブの協力を得て、第｜レースは嶌取県鳥

取港から宮津湾へのコース（80マイル）としました。もちろん第2レ

ースは宮津湾で、そしてフィナーレは艇上より見る花火大会です。

8/'4日’5:00．第｜レースは7艇の参加で好天の鳥取港沖をスタ

ート、〈ファルコン3>(BEN-F40)が沖出し、〈飛海>(木造-45)が岸

よりコースをとった。これは余部崎から経ケ岬の潮の流れと、海岸よ

りそそり立つ山々の影響を受ける風の状況により艇を勝利に導くコー

スが毎回違っているからです。

8/'5日04:32．夜明けの前の暗がりのなか宮津ヨットハーバー前

のフイニッシュラインに<武美衣>(X-372)がファーストフイニッシ

ュ。2着は経ケ岬で風に捕まった〈珊醐礁>(WHITE-32J)が夜明け後

の06：’5にフィニッシュしました。ファーストホームと目された〈ファ

ルコン3＞は沖出し後順調に走っていましたが経ケ岬を大きく回り過

ぎた上、凪に捕まり大きく遅れてのフイニッシュとなりました。

宮電弩に入ってからは、振れ回る弱い風と凪に全艇苦労していまし

たが、湾口へのアブ

ローチが一番遅くな

った<TOKISE|>(木

原-31)は、熱暑の中

フィニッシュ手前の

2マイルに2時間余

りを費やし、最終フ

ィニッシュとなりま

した。第｜レースの

結果は、ファーストホームを果たしたく武美衣＞が修正でも2位を大

きく離して｜位となりました。

8/'6日の第2レースは､幅｜マイル奥行4マイルの宮津湾をめいっ

ぱい使ってのソーセージコースで、風向きに関係なく湾口中央と湾奥

の天橋立の南端沖にブイが打たれます。

’0:30南西の微風の中、宮津ヨットハーバー沖のスタートライン

を全艇そろってスタート。フリートレース常勝の<AMABENGERII>

(ELL|-7)がく武美衣＞と競いあいながらリードを広げ、振れ回る風

に悩まされながらファーストフィニッシュ。修正でも｜位となった。

2位は'0年以上使ったセールが先日壊れてしまい、借り物のセールで

良く走った<ITOMAKI-lll>(V-26C)でした。昨年｜位でレース巧者の

<SUPERHATCIMAN>(J-24)は4位と不本意な成續でした。

表彰式では、総合優勝とオフショアレース優勝のく武美衣＞に京都

府知事杯と第8管区海上保安本部長杯が、インショアレース優勝の

<AMABENGER>には宮津市長杯がそれぞれ手渡されました。|8:00

昨日のパーティの残り物を平らげたヨットマンたちは､「また来年も」

の言葉を残し、夕暮れの中花火見物に出航していきました。

若狭フリートの活動地域に在泊するクルーザーヨットの数は約50

艇。フリート登録艇は20数艇と大変少なく泊地不足で今後の増加も見

込めません。しかも、大会は慢性的資金不足と参加艇の減少に併せて

レース開催までの準備やレースの運営の人手不足などフリートメンバ

ーには大変な負担を強いているのです。しかし私たちは、それらも楽

しみとして受け入れ「自分たちが楽しむためには自分たちの手でやろ

う」という気持ちで手作りの大会をこれからも続けていくつもりです

蝿

第5同宮窪ドルフインカッブレース成績

●第1レース:烏取～宮津ﾛﾝクｵﾌｼﾖアレース
（鳥取港～宮津湾黒崎沖､約80マイル､参加7艇）

所要時間

'3:27：’5

15：’0:26

16:52:30

17：50:23

17:37:03

20：20:31

艇名

武美衣

珊瑚礁

DlPPER

CORALPRlNCESS

ファルコン3

TOKlSEl

飛海

續成
ｌ
２
３
４
５
６
ＥＴ

ｌ

合
口
〔
Ｋ

総 ＯＮ
３
５
３
４

レ
２
１
８
１

Ｊ
６
５
６
８

’
３
４
２
３

セ

●第2レース:宮津湾インシヨアレース(宮津湾内上下ｺー ｽ､参加10艇）

艇名

マベンデァー

イトマキ

ネプチューン

スーパーハッチマン

武美衣

総合成績|セールNol艇名
63814CORALPRlNCESS

72683DIPPER

82468ノーサイド

9珊瑚礁

’04265ファルコン3

総合成績|セールNC

4655

2

3

44087

53623
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NORC海岸局訪問記(その5)
鐸輻囎

篝
灘麓

’
蝋

矢 卜多ﾛ多ヨット局
議驚灘議鱗譲蕊霧鷺藍マ

東海支部通信委員会委員長榊原秋元

知多半島の先端、知多郡南知多町片名で33

階建ての高層マンション(チッタナポリA棟）

の屋上に、（財)日本船舶振興会の補助金事業

として、NORC海岸局｢知多ヨット」を開局す

ることができました。たいへんロケーション

のよいところで、敷地内の管理棟からリモコ

ンでオペレートしています。

計画の段階では、幸いにもこれだけのロケ

ーションにかかわらず、他の無線設備はあり

ませんでした。ただ屋上が緊急時避難用のヘ

リポートになっており、アンテナの設置場所、

同軸ケーブルの引き回し等、いろいろ規制が

あり苦労しました。

平成7年6月23日免許で、6月25日に開局

記念式典を行いました。参列者は東海電気通

信諄里局長代理、第四管区海上保安本部長代

理、その他オーナー、常任委員等約40名で、

免許状授与式・記念交信・パーティと、盛大

にとりおこなわれました。

国際VHF50Wで､チャンネルは他のNORC海

岸局と異なりch74の｜波のみです。地域のフ

ェリー会社がch71を使用しており、許可にな

らず残念でした。運用は今のところヨットレ

ース開催時と日曜日（可能な限り）の予定で

す。カバーエリアとしては伊勢湾全域、三河

湾全域、遠州灘御前崎付近まで、熊野灘五箇

所湾付近までを予定していますが、開局して

問がないため実際のところどこまで交信可能

か解りません。

今年の鳥羽パールレースで運用したところ、

御前崎付近までは交信できそうです。7月’5

日、関東より回航のヨットと御前崎の東20マ

イル地点で交信できました。レース当日は、

雷雨のためか最遠で東経'38度'8分、北緯34

度32分でした。ほぼ40～50マイルくらいは交

信できそうです。

単独の無線局なので通常は無人です。依頼

のあったときに運用するというパターンです。

VHF搭載艇が増え、毎週末運用依頼を受ける

ようになることを願っています。

鍵

星
右のビルがチッタナポリ｡屋上に知多ヨット局がある～

...｡..｡.｡..ppGUや｡｡■｡｡｡■｡■｡｡町甲早｡■■p･e････■■■由CG｡｡や守…

烏羽パールレースは､第38回(平成9年)から通：

信手段に関し特別規定はなくなり、国際VHFの：

みとなります。このため東海支部では国際VHF：

の機器および取付け、免許申請までセットで、：

特別格安に斡旋しています｡お申込み､お問い合：

わせは､東海支部事務局(052-971-5835)まで｡：

●｡

設置場所愛知県知多郡南知多町大字片名字浜山'-42チッタナポ|ノA棟屋上

東経'36度58分28秒北緯34度42分46秒

設備送受信機日本無線JRV-500ADMVHFch7450W

管制器日本無線NCU-272

アンテナ日本無線BRC-|511カージオイド型|37m高

オペレーター四海通5名二海特｜名

■■■●

■■ﾛﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■.....■■■厚..pへ

11無線従事者国家試験のi－

iiお知らせ

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

口ランC国際協力チエーン運用開始
：〈本部通信委員会＞

：これはこれまで各国が独自に

：運用してきた口ランC局をお互

：いにチェーンを組み直し、運用

：するものです。これにより今ま

：で我国が運用に関係しているも

：ののカバーできなかった北海道、

：日本海、東シナ海を含む日本の

：周辺すべての海域がカバーされ

：ることになります。

。すでに中国南海チェーンは正

：式運用を開始しており、その他、

：北西太洋、ロシア、韓国、中国

：北海、中国東海の各チェーンは、

：10月までには試験運用を開始し、

：来年1月には正式運用となりま

iす｡有効範囲は図の通りです。
：国際協力チェーンを利用する
■■■■■■■■】■｣■■■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■■■■■I

には、①LOP値､⑧緯度･軽度

値のどちらかを利用しているか

により、利用方法は異なります

ので、本部通信委員会にお問い

合わせ下さい。
：●第4級海上無線彌ｲ三十

：試験日：平成8年2月2日（金）

：科目：無線工学、法規、電気通信術：

：申込期間：平成7年12月1日～20日まで：

：●第1級、第2級海上特殊無線技術士

：試験日：第1級(平成8年3月5日(火)）：

第2級(平成8年3月4日(月)）：

：科目：無線工学、法規、

電気通信術（和文）

〈第1級は英語(記述式)､通信術：

（欧文)を加える）

：申込期間：平成8年1月1日～22日まで：

：国家試験対応勉強会を計画しています（2：

：～3週間前、5日間程度、最少人数10名)。ま：

；た､教科書も在庫がありますので､NORCに.

：お問い合わせ下さい。
■■■唾■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

国際協力チェーンの有効範囲は？
I
●有効範囲は次のとおりで､我が国周辺のすべての海域でl;いずれかのﾁｪｰﾝが利用できます

オ乎一

■■■■■

ﾛｼｱﾁｴ

〆、、
ベドqパフロアス

｡

，。
アレヲワ 認

一
○
○
＠
ａ

50 50

雛 ﾉ圏
qU 40

細倉呵ﾁｪｰｼ

,梨認：
皇.ﾆー ｰー ﾆー "--＝

幕
30 30

黄r＝し〆し魚
竺捧20 20

100.110.120.130.f40150'160･170.180

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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<たか>訴訟シリーズ(第18回）

法廷へのお誘い JGYR92訴訟対策委員会服部一良

裁判所にも年末年始とお盆には休暇があるせします。だった石原慎太郎名誉会長やJGYR92当時の

ようで、毎月一回のペースも'2月と8月はお’0月’2日の午後｜時半から2時間の予定協会副会長だった大儀見薫理事および、尾島

休みになっていました。ところが今回は7月で、〈たか>のクルーだった佐野三治氏が、証裕太郎JGYR92レース委員会委員長などを申
で準備害面の段階を一応終了し、次回からい 人として出廷、原告側代理人の質問を受けま請しています。

よいよい本格的な証拠調べに入るということす｡場所は東京地裁民事627号室です｡佐野三今後の法廷は、ますます核心に迫り緊張す

で、8月、9月と続けてお休みになりました。治氏は、NORC側の証人でもあって､次々 回はると思われます。ぜひ傍聴されたく、お願い

われわれもちょっと－服できて、そこで従来NORC側の代理人が同氏に質問する予定です。します。

のリポートの代わりに次回のこ案内をお知らなおNORCは、証人にJGYR92当時の協会会長以上
■■■■■■■■■■■■■■ロ■■■■■■■■■■■■■■ロ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロ■■■■■■■ロ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

:NIFTY-Serveｾー ﾘﾝグ&ｳｫー ﾀー ｽー ﾂﾌｫー ﾗﾑ解説:田口裕介：
:パソコン通信ネット｢NIFTY-Serve｣は様々 なジｬﾝﾙのﾌｫー ﾗﾑろだ｡誰でも自由にデー ﾀを登録できるし､ダウンロードして入手すること目
目と呼ばれるものがある。セーリング＆ウォータースポーツフォーラム（以下ができる。我々に関係するところでは「海上衝突予防法」や「|YRR｣、そし目

=FSAILINGと記述)もその-つだ｡ここにはﾖｯﾄも含まれる。てNORCが登録した｢|MSのﾊﾝテｨキャップ表』などがある。目
へ；NIFTY-Serveに接続して｢GOFSAILING』というコマンドをたたパソ通と言うと｢情報が入手できるもの』というイメージがあるのではな目

目くとFSAILINGの入り口へとたどり着く。入り口は下記のとおりである。いだろうか？それは必ずしも正しくない。パソ通は「'|胄報交換」のためのモニ
二－〈セーリング＆ウォータースポーツ>FSAILINGOrFWATER－ノである。情報通や業界人も参加しているので高いレベルの'|胄報が書き込ま目
目1：お知らせ2：掲示板3：電子会議れることもあるが、参加者の多くはフツーのヨット乗りだ。ヨット仲間での呂

畠据禰壼裂ル：需壁〃離子ﾙﾀｲﾑ会議誉淵鑑菖穂A恩もと膿臨鯉溌罵舐蝶阜艫
■ 全国規模となり、好きな時間に読み・書くことができる。たまにガセネタが目
目掲示板は「売ります.買います」や「クルー募集」などといったものが掲含まれるところまで談笑にそっくりだ。やり取りのなかから役立つ情報が入目
冒示されている｡誰でも掲示したいものを掲示することができる。手できたり､親しくなって一緒に船に乗るようになったり、はては結婚した目
目電子会議は名前はいかめしいが、「筆談場所｣とでも表現すればいいだろうカップルまで少なからずいる。目
目か。自由に誰かが書いたものを読み、そして書くことができる場所だ。クルパソコン通信を始めたからといって、おもしろい情報が湧いてくるわけでﾆ

ﾆー ザー の会議室､ﾃｲﾝギー の会議室ﾒﾝﾃﾅﾝｽの会議室､帆船の会議はない｡が､パソコンと電話線の向こうに何百といるﾖｯﾄ仲間の輪に入る冒
目室、リザルトの会議室などが用意されている。「船底塗料は何がいいの｣といことができるのである。目
目う 質問やそれに対する答え、クルージングレポートや、艤装に関する考察、目
目レースリザルトなどなど何でもありである。※NIFTY-Serveについてのお問い合わせはニフティ株式会社メンバー目
目データライブラリは様々なソフトウエアまたはデータを格納しているとこサービス部03-5471-5806目
I■

■

■■■■ロ■■■■■■■■■■■■■■■ロ■■■ﾛﾛ■■■■■■■■■■■■■■日■■■ロ■■■■■■ロ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロ■■■■■、■■■■■■■■■■■■■■■

リンアクセサリー・

リンカジュアルウェア・

リンインテリアのトータルショップ

マ
マ
マ

4"""cedM""e e口

幻亀

rマリンヴアンス海外話題のUSAﾄｯブマリンカタロ

レ崎岬N"…s"‘,”通販カタロク簑員募集收勿 商品が手に入りま恥

はお問合せ下さい｡－

e劃"a
マリンヴアンス/〒231横浜市中区相生町6-104TEL~(045)681-0942㈹
平日AM10:00～PM7:00休日日･祝･祭日●各梱グﾚソｯﾄ取扱い及び通僧販売取扱い｜

－14－

凶pVp－Lp田1ｺ凹凹

驚異の洗浄力〃

，’

毒9026473,2

菫室

便 利な全国通信販売をご利用下さい。

■お電g舌､FAXでもご注文いただけます｡
■メーカー､型番､色､サ･イズ､納期を確腿の上注文して下さい。

ご注文の商品は銀行振込確認後､発送させて]頁きます｡又は､
代金弓l換発送とさせて頂きます｡

■振込料はお客様負担になります。

<振込先＞マリンヴフフンス三和銀行横浜支店毎19081
振 込 は 電 話 に て お願いします。

TEL:045-681-0943FA×:045-641-1503
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琵琶湖の風をつかんだく旧 >(ジｬﾇ－

第4レーススタート

1995年9月15～17日、38艇の参加を得て、ヘインズカップチヤンビオンシツプヨツテ

ィングシリーズ'95が琵琶湖で開催された。今回で5回目をむかえたこの大会は、

NORC公認のクルーザーレーティングを使用し、参加艇はコンペテイテイブなレース

展開をみせた。来年は運営・参加者がさらにステツプアツプしたシリーズレースにする

ことだろう。

ついにようやく、正式公i惣されたレーテイ

ングでの「ヘインズカップ」がスタートした。

いままではというと、業界ではすっかり流行

り言葉になった「カンビュータ」でのレース

だっただけに、この1995年は艶世湖でのレー

テイング元年になるような気がする。以liiか

らミニトン、スモールボートはIOR､CRでレ

ースを開催してきた力罫、クォーター、ミドル

ボート以12の艇もできないはずはなかったの

だが、「ヘインズカップ｣のおかげでようやく

クルーザーレーテイングを,ig,il.iMしはじめるこ

と力爵できた。この影には近畿|上陸支那の､it"

ならぬ努ﾉJがあったことはいうまでもない。

つい蜘丘までの参力I1荷は、本部艇に采った

エントリーフィー集金人力ゴレーテイングをつ

けるものだと偏じきっていたのに、…|ﾊI述っ

て、誤って理解してしまった、させられてし

まった琵琶湖のヨットレーサーたちを、

NORCが主樅するレースが水米、公認された

レースですよ、と導くにも色々 j!"|!力濠生じて

いる部分は多々あった。それには協ﾉJな脱ｲM:

ﾉJと、それに見合う参加者や一般社会へのパ

ブリシテイが今後の課題として残されている。

ただ、迩営サイドはもちろん参加者が、ヨッ

トレースを町内会の通勤会レベルで考えるの

か、111体やオリンピックまたそれ以上のレベ

ルでi亜‘脚・参加するのかが問題で今後これを

Iﾘj雌にすべきであろう。

たとえば、クルマのレースを例にとると

JAFが公認するレースでないと1IIIの評｛llliも

得られないし、ポルシェクラブのスカベンジ

ャーレースで優勝したところで、マクラーレ

ンからF1ドライバーへのお誘いはまったく

ないし、メディアでも三流雑誌に興味本位で

しか取り止げてもらえない。このJAFに例え

られる川体は今のところNORCだと思える。

この「ヘインズカッブ］の持つ意義は大きい、

琵琶湖のヨットレースがハード面でもソフト

而でも大きく変貌し、よい方向へとlfﾘかって

いく気がしている。

ただ、今のところクルーザーレーテイング

にもデメリットはある、例えばボート性能ス

－15－

ビードはl'ilじでもハル形状の述いで大きくレ

ーテイングに渠力奇出てしまうような、イコー

ルでない部分もあるのだが、今のレベルと大

きな道具を使っての競技ではどうしようもな

いことなのかも知れない。加えて、迩桝側に

も参加肴側にも参力llするレースレベルに合わ

せて競技ライセンスが必災なのではないだろ

うか。例えば、カーライセンスみたいに|』内
へ

B級、圧I内A級、l'11*A級とか。NORC正全
一

貝ではカッコ良〈ないし、女の｣名にも'111こえ

が悪いし、「オレAライ持ってるぜ｣って人に

いえるし、なにより怠誠が変わって今後のレ

ース迩営も安余にスムーズに'1幼迩ぶ気がす

る。

さて、昨年は琵琶湖は異術濁水という,ll態

で「ヘインズカップ」が中II息に迫い込まれ、

参加各艇、第5II111に賭ける怠気込みはすざ

ましいものが感じられた。ライバルには極秘

でニューセイルを発注、プロフェッショナル

セーラーの推得、かたやボートスピードアッ

プのためにチューニングを繰り返す艇、ライ

バル艇の走り比べ群々、「ヘインズカップ｣に

向けて目を輝かせていた。

’95年9H1511,-F潮、38艇のシリーズ参加

者が大会本部のヤマハマリーナ琵琶糊lに鱈i!i

した。クラス分けは、ヤマハ31SのCR7.95m
ー

と8,00mの10艇をクラスIIに、これを境にそ

れ以上のCRをクラスIに12艇、クラスIIIが

成立しなかったため、以下をクラスIV、16艇

の計38艇で争われることとなった。クラス1V

はヤマハ23が8艇参加し、クラス11，1Vはワ

ンデザインボートによるおもしろみあるレー

スが予想された。クラスIには常迎のジャヌ

ー3艇、Y-31Sにビツグセイルを装備した

<OLIVE>や、つい先1lｲ;II桃から持ち込まれ

た<KONAWIND>(FARR3/4)らがクラス

優勝を競いあうと-f想された。クラスIIはど

のチームが勝利を収めるかは灸〈j暴想がつか

ない。クラス1Vには前ｲ|ﾘ典粂1l*Y-23チャン

ピオン<SUPERWINDY>、ミニトンからの

移職の新艇<AKAVIT>､一・昨年オープンクラ

スのWHf<SWIFT>がY-23をl職人し望んだ。

1511、スタート時刻が近づいても灸〈凪が

ない。IIH1rほんの少しだけプロ－ｶ斗降りてく

るが全くレースとして成立しない肌、その状

態がなんと511fllllも統いた。瓜待ち5時間後、
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を氾録、このブローの'l!でもクラス1V力趣く、

<AKAVIT><SWIFT>がバトルを繰り広げ

る、クラスIIは<ADRIAN>、〈大地>、<AN-

SEIMARU>が統き、全く勝者の行方はわか

らない。一方クラスIは<KONAWIND>

(FAR3/4)がil多正トップ、<IBIZA>が2位を

ホールド、3位には3DLを装備したY-31Fが

大検討しスポーツボートとしての速さを証明

した。

｜ﾘjけて17日、琵琶湖は台風の影響をまとも

に受け、早朝からマスト、リギンを強肌がIIII

きつけ、赤い吹き流しがこの日のシリーズ雌

終戦と、オープンクラスのショートディスタ

ンスコースレースの中止を告げてしまった。

そこでレースの明暗がはっきり分かれた。ク

ラス1Vの総合優勝は全くなくなり、クラスI、

クラスIIの上伽挺にその熊点が絞られた。参

加稀、いや運営サイドも台風については、台

風のコースが外れたと思い込んでいたため、

改めて、トータル3レースの集計を見血した。

そこで浮上してきたのが、クラスIから総介

を上位で走り続けた<IBIZA>が2位の

<ADRIAN>に8点の差をつけ初のヘインズ

カップ閏勝を飾り、3位には<FTRFRIRD>

と統いた。当然クラスIには<IBIZA>、クラ

スIIには<ADRIAN>､クラス1Vには総合優勝

こそ逃したものの<AKAVIT>を2.5差で破

った<SWIFTMAGIC>が初の栄冠に、しか

しこの争いは10月の全Ⅱ本にまで持ち越さ

へ

右が総合優勝の<|BIZA>

やつと3時50分に第1レースはソーセージ

コース、4.5マイル先のゴールを'一|指してス

タートした。風速は8ノット以上は上がらな

い、フリートはボートサイズ順に一列に並び

各マークをクリアしてく。この第1レース、

クラス1Vのトップ艇団は大型艇をビッタリマ

ークし、総合をiIう位置を占める。スタート

後わずか54分でトップ艇<IBIZA>がフイニ

、ソシュ。クラスでも修正トップをひとまずキ

ープした。総合トップを争う<AKAVIT>

<SWIFT>力湘I難の17秒差でフィニッシュ。

このたった17秒差が修正1秒でトップが

<SWIFT>になり総合でもトップに州り出

た。

へクラスIIは<ANSEIMARU>が狩順4位と
クラスIに割って入り、一躍クラスIIの倒拶

候補と注目を浴びた。このレース<SUPER

WINDY>はリコールを自ら解消しながらも

クラス8位まで挽回し、シリーズに望みをつ

なげたかに見えた。結局、第2レースは時間

切れのノーレースとなり、明日へと持ち越さ

れた。

2日目、台風12号の紫饗§で雨模様の中、レ

ースコースの北湖へと全艇移動。この日はト

ライアングルコース。スタート時8ノ､ソトあ

った凪も次第に落ちはじめ途中には0m/sを

記録し、クラス1Vは全艇DNFとなった。この

DNFがこのヘインズカップの行方の全てを

変えてしまうとは、この時誰も予想はしてい

なかっただろう。このレースを終えて総合は、

<FIREBIRD>がトップ、2位に

<ADRIAN>、3位に<ALLHANDS>と

Y-31S軍団が上位につけた。

レースインターバルの間に北から少し強い

ブローカ炊き下ろし、15ノットをオーバーの

'l!レースはスタートされた。－－時は20ノット

表彰式・パーティ会場

れることになった。「IT止になったその日の午

後1時、オープンクラス参加打も交え、表彰

式、レセプションが小雨の中l刑樅された。そ

の中、ダイワボウアパレル株式会社高木社

長のご挨拶に、また米年もタイトルスポンサ

ーとして参加することを約束していただき、

大拍手のII'"5回へインズカップチャンピオ

ンシップヨッティングシリーズの幕を閉じた。

本年もダイワボウアパレル株式会社はじめ

ヤマハ|典晒株式会社、重松箇易株式会社、株

式会社JEUGIA、キヤプテンミッツォ、セイ

ルクラフト、株式会社ダイヤモンドセール、

ノースセイル株式会社、ハーケンジャパン株

式会社、135E株式会社、タスクフォース、そ

して数々のご協力をいただきましたヤマハマ

リーナ琵琶湖の方々、株式会社フオースセブ

ン、そして雌後にヘインズカップをここまで

のレースに押し上げてくれたNORC近畿北

陸の皆様には感謝の気持ちでいっぱいです。

ヘインズカッブチヤンビオンシツブヨツテイングシリーズ'95総合成績(参加38艇）

オーナー名

坂本博

田中 一 郎

杉田雅信

刀根一朗

辻村満三朗

吉田豊

田中’|真一

平川猶基

太田光重

吉永豊一

高橋直之

岡利一郎

高橋 利 明

岩本吉 則

中田哲嗣

総合順位

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

11

13

14

14

艇名

lBlZA

ADRlAN

FlREBlRD

大地

ANSElMARU,3

OLlVE5

AGNES

SWlFTMAGlC

AKVAVlT

KONAWIND

ALLHANDS5

NElAFU

SAYUTO

SCOOT

ALFAMARlNE

艇種

JEAN38

YAM31S

YAM31S

YAM31S

YAM31S

YAM31S

YAM31S

YAM23､3

YAM23､3

FARR3/4

YAM31S

YAM23､2

YAM23､2

YAM31S

JEAN350/D

SAlL．N0

3792

4105

3556

4492

3678

4933

5001

5447

3300

3561

3017

5044

3969

3337

4747
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シッブコッテイングシリーズ'9（
■
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■

ヨッテイングシリーズ'95

:ポロシャツ･Tシャツを12名様に
■

§提供／ヘインズカップ事務局
■

目今年も琵琶湖で盛大に開催された｢ヘインズカッフ&｣。このレースのオ
ニリジナルポロシャツ及びTシャツを'2名様にプレゼントいたします。
■

目希望される方は、ハガキに住所・氏名・年齢・電話番号・NORCの会

目員番号・所属フリート・所属艇名・OFFSHORE誌の感想をご記入の

冒上、’0月30日まで必着にて「OFFSHORE編集部読者プレゼント｣係ま
胃でこ応募下さい。
§★8，9月合併号のプレゼント当選者は抽選の結果､下記の6名様に
:決定しました。（敬称略）
曽①完全防水ポーチ:野田裕二(神奈川県)、宮澤秀治(神奈川県)、

萩沢昌次(岐阜県）
■

■

■

目②ア杯ビデオ：大賀祥介(神奈川県)、中川聡(埼玉県)、

桝田隆(徳島県）
■

■

■

曇
些
ゞ
牢
口
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第1回MEKARICUPRACEのお知らせ
贈ざも野

《蝉…

主催

日時

場所

クラス分け

NORC西内海支部布刈フリート

'995年｜｜月4日～5日

広島県尾道市沖(布刈瀬戸）

蝿_ゞ|……伽一
第｜レース上・下コース（4時間耐久レース）

第2．3レース上・下コース

オープンクラスのレースは、島回りとする

境ヶ浜マリーナ(レース｜週間前後無料）

ベラビスタ境ヶ浜(一泊朝食付き：5,000円）

20,000円(会員艇'5,000円）

4,000円(会員3,000円、パーティー費含む）

'0月20日(遠来艇は'0月25日）

〒720-|｜広島県福山市駅家町倉光596-2

吉元裕二

TEL(0849)76-0953

FAX(0849)76-4198

泊 地

宿泊

参加費

乗員登録

申込締切り

申込問合せ

レース内容
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会を主幹する大橋氏に今月号でリポートをお

願いしました。見学した施設は都心から車で

｜時間はかかる場所。休日を割いて集まった

ヨット乗りたちの熱意には関心させられるば

かりです。

この他、地方の記事を増やしてほしいとい

う声が多いのですが、なにぶん印刷費と配布

送料だけで予算の85％ほどを使い切ってし

まう現状では出張取材は困難です。そのなか

で、前月号は思い切って徳島へスタッフを送

り、阿波踊りレースと徳島フリートを取材し

ました。地方の記事を掲載したいと思う気持

ちは編集部とて同じです。本誌に掲載される

レース記事の大半は、各々の関係者による投

稿で成り立っています。どの支部、フリート

にも、物を書いたり写真を撮るのが好きな会

員がいるはずです。その方々の名前を、｜人

でも多く記事のクレジットに載せていきたい

と思っています。

表紙：風に惠まれ今年の夏最後のイベントレ

ースは大いに盛りあがった。撮影／添畑菫

編|罠昌四m

読者プレゼントをはじめてから、その応募

ハガキに書かれた本誌に対するさまざまなご

意見を読ませていただくようになりました。

直筆で害かれた会員各位の生の声に接するた

びに、5,000人を越えたNORCという大きな組

織のなかで課せられた本誌の役害|｣の大切さに

痛感するばかりです。個々と組織を結ぶパイ

プ役として今後も努力する所存ですので、とﾞ

しと．しこ識意見をお寄せください。

さて、その投害のなかで、本年7月号に掲

載した「ヨットの科学勉強会」のその後を知

りたいという声がありました。よいタイミン

グで8月末に次の勉強会がありましたので、
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H4RKEND7y'S"〃
Nylonoxfordでラミネートされた素材は

耐水性に優れ､その上縫い目もシールドされ、

高耐水性を保障していま説

また､LATEXラバーネックはﾘｽﾄ､くるぶしを

完全に保護し､ｾｲﾗｰをサポートしていま戎

更に自然排水ネックポケット､キーラニヤード､耐久ジッパー

またダブルレイﾔｰドの自然排水ひじ､ｼｰﾄパッチに加え、

アジヤスタフルコード付ウェスト等万全の装備で戎

SlZE:S/M/L/XL/XXL

《,

4vf,"
、、

仏 Z

I姥re"”〃〃c冷eォH4RKEN""e"γ”
軽いナイロン素材でありながら､高耐水性に優

へジｬｹｯﾄで魂しかもﾅｲﾛﾝ素材にｺー ﾃｲﾝ
縫い目もシールドされ耐水性を増していま魂

またポケットにはパイルライン素材が使用され

手の保温に最適で魂

裾はアジヤスト機能付。

SlZE:S/M/L/XL/XXL

COLOR:2426:Royalw/blacktrim

PRlCE：￥12.000

HZ4RKENStzi""g〃c烏eオ
マルチシーズン対応の3inlジャケットは

セイラーのためにつくられたジャケットですも

気象条件に応じてジャケット､ライナーのみの着用が可能で、

また､ジャケットとライナーの組合わせ(ジッパーによるフイッティング)は

非常に暖かく､ハードなセイリングに適していま魂

SlZE:S/M/L/XL/XXL

COLOR:2391:Redshell/navyliner

COLOR;2392:Navyshell/navyliner
PRlCEK¥28,000

HS-2
Hs･'''

へ

。

H4RKENBO4TSHOES

HS･'はｽｳｪｰドとメッシュのｺﾝボジｯﾄ製造。

HS･2は軽量､且つ通気性に優れた合成皮革を採用した

速乾性､高ノンスリッフとｾｲﾗｰのために開発された､運動性に優れたボートシューズです

SlZE:5jnch～14jnch

2020TYPE2HS1(Suede＆mesh）PRlCE：￥10.800

2021TYPE;HS2(Syntheticleather)PRICE:¥14.200

HARKENL4-ZL"ces
画期的なスリッブオンシステムのLA-ZLaces(くつひも)ですき

取り付けはラバーヒ.ﾝでフィットするだけで魂※あらゆるシュースにﾌｨｯﾄしま魂

COLOR:2389B-Black2389W-White2389G-Grey2389P-Purple

シーズンを問わず快適さを誇るべｽﾄですも

ExpeditionCIothtaslan製､ポーラフリース素材採用で暖かく
また強風時て'もフラップを立てることにより耐寒性もアップし、

更にフリースハンドウォーマーで保温性も抜群で或

胸にはHARKEN刺しゅうロゴ入り。

SlZE:S/M/L/XL/XXL

COLOR:2421Redw/navy
2422Blackw/black

PRlCE音￥11．000

HARKENS@z/〃"gG/Ofﾉ“
ハーケン％フィンガーグローブはAMRALEATHERを採用し、

耐久性､且つソフトで魂

また､ナイロンスパンデックスメッシュは常にドライで通気性に優れていま或

更に手のひら､指部はダブルｽﾃｯﾁでハードセイリングにも最適です治

SlZE:XS/S/M/L/XL/XXL※2386％FingerとFull-fingerタイプの2種。
PRlCE:￥4.800

します：

ハーケンジャパン株式会社

〒663西宮市今津西浜町2-16今津バワーボートセンター2F

TEL､0798(22)2520FAX.0798(33)2100

関東事務所

TEL.0468-76-0404FAX.0468-76-3647
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f､50501564390121 0356V48

､クオーツ）

000鱸
(18KYG,クオーツ）
￥710.000＃ (18KYG/SS､クオーツ

￥200.000

U■

、1打

古代ローマ帝国建国の祖､英雄"ロムルス"の名を戴く時計｡コルムから。

《写真止》Ref.4390321V48(18KYG/SS､クオーツ､カレンダー､ブレスレッI､付)¥380,000(税抜価格）

帝 劃 国 祖 英 戴雄 ら。

ｺﾙﾑ日本総発売元日亦殉乎卜稀式会社〒101束附梛千代1冊区神川松永町18ピｵﾚ秩葉原TEL.03(3253)1331/〒542大阪市中央区西心斎橋1-15-7心斎橋ｱｻﾉビﾙTEL.06(281)1831
●カタログご希削の〃は､ハガキに化所･氏名･年令･職莱･屯錯酢号を明肥の上､_'二I池のカタログ係までご綱求くだきい。

■写真の製品は全国のコルム･ｳｵｯﾁ正規特釣店にてお取扱いいたしておりま税函館岡武/札幌三越･東急･そぎう･丸井今井･膏英世･ｵパﾗ,建永時0汁店/旭川内武･秋田堂/仙台ams西武･二皇越･藻崎/郡山丸井/水戸丸井／土浦丸井/筑波

西武/日立ボﾝべﾙﾀ伊勢甚/宇都宮西武/大宮高島屋･そごう･丸井/浦和伊幣丹/川口そごう･丸井/草加丸井/柏そごう･丸井/松戸伊勢丹･そごう/船揖両式･そごう/千糞三越･そ尋/東京･近郊西島屋(日本確‘立川･玉川･横浜)･西武(渋秀･池袋･川埼･

所沢)･三越(日本接･池炎･新宿）・大丸(東京)･伊勢丹(新蒲･立川･柚模I爪)･京王(新宿)･小田急(新宿･町田)･松坂略(_'二野･銀座）･松雌(銀順｡i児煎）.東急(本磨･火横..I当祥寺･町田）･近鉄(吉祥寺)･そごう(横浜･多摩･有楽町･八王子)･丸井(中野･上

野･錦糸町,渋谷・池袋･新宿･国分寺･大井町･町田･横浜･戸塚)･ピサ(東京ブﾘﾝｽ)･和光･天賞堂(銀座)･ﾖｼﾀ'(幡ヶ弁)･さいかや(償須枇)･ﾚｸﾚドｰﾙ(インペリアルプラザ)/新潟伊轄丹/松本フキザワ/沼津西武/静岡西武･タカラ堂･松坂屋･丸井/浜松

西武‘松菱/焼津ムラマツ/旦田そ害う/金沢大和･名鉄丸越/椙井パリ/名古且名鉄･松坂膝･丸栄･三越･長芥川時i汁鋪/且橋閥式/大逸関武/京都冊問略･大ﾒL･再多山･近鉄･寺内／奈良そごう/和歌山ゾｮｲﾏﾂパﾗ･大丸・近鉄･丸正/大阪高

島展(難波･堺)･そ野(心斎橋)･西武(八尾･高槻)･近鉄(阿倍野･上六)･大丸(‘L,斎描･梅田)･阪急(梅田)･阪神(梅Ⅲ)･松坂尾･三越･やぶ内時計錦･オームﾗジﾕｴﾘー ･ｹﾙｴ･求阪･志す隈･ﾔﾏｼﾅ(虹の街･生野)･大北(岸和田)'二やなぎ時計店･仲庭(総本

店･三番街店)･尚美堂｡まるき宝飾/神戸大丸･そごう･ｶﾐｵ･(ｻﾝプﾗ干･トアロード)･三宮時計店/塚ﾛ西武(つかしん)/加古川そぉ/姫路ﾔﾏﾄﾔｼｷ/岡山出品尾･尺欄尾,ﾄﾐﾔ/広島そごう・ド村時計店/松山ダイアン･いよてつそごう･三越/香川夕ｲｱﾝ･三越/

徳島そごう/高知西武･大丸/梱岡ﾀｲﾑプﾃｯｸ(岩田屋ｿﾙブﾗず)･大丸/小倉井筒屋/久留米魁田思･畳野時i汁店/熊本岩田殿/長崎ｲﾉｳｴ･グﾚｲｽﾀｶﾀﾆ/佐世保ﾐﾂﾉ/佐賀ｼﾙｸﾛｰド/宮崎プｭｴﾘｰポｯｸｽ八木･僑本時計店/鹿児島11｣形屋
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